
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「食」を通して環境を考えよう・広げようエコの輪 

～エコにつながる、一人ひとりの行動が社会を変えていきます～ 

          （ひょうご出前環境教室） 

 

今年のエコフォーラムは、絵本「海と空の約束」の著者をお迎えして、ワークショップ形

式で開催します。（この絵本は海外でも翻訳され、多くの人に読まれています）地球は人

間だけのものではありません。毎日の食卓からエコを考えてみると？ 情熱的な講師のお

話しの中からきっと感じ取れるものがあります。 

小学生から大人までどなたでも多数ご参加ください。 

 

 講師：西谷 寛氏（環境省環境カウンセラー） 

 日時：2月 28日（土）14:00～16:00 

 場所：ひよどり台交流プラザ(小学校西隣) 

 申込：上記事務室または☎743－0052へ 

      

                             

不用になった小型家電は交流プラザへ 
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エコタウン日誌 （その他のエコタウン活動） 

11/10 神戸市環境局がエコエコ冬号に当クラブの 

「生ごみの減量活動」紹介の為、取材に来訪  

11/18 水木小 3年生環境体験学習（於：鵯越森林公園）支援 

11/29 交流プラザ秋の収穫祭を共催 

12/11 ひよどり台っ子応援団運営委員会参加 

12/19 歳末フェスタに参加 
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エコタウンだより 
  第 46号 

2015.1.25

発行 ひよどり台エコタウンクラブ(ひよどり台ふれあいのまちづくり協議会環境対策部会) 

神戸市北区ひよどり台３－４ ひよどり台交流プラザ 内  電話＆ＦＡＸ： 743-0052 

 

※ボックス投入口（10ｘ25㎝）に入る小型家電 
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計算機 

ごみ収集車の火災事故を防ぐために！ご協力ください 
（穴をあけていない 又は使い切っていないカセットボンベやスプレー缶など
がお家に眠っていませんか？ 

こんなゴミはひよどり台・危険物特別回収をご利用下さい 

◆月に一度、環境局が特別に回収しています。 

◆場 所 ：ふれあいセンター受付前の容器に出す。 

◆日 時 ：第２木曜日（ふれあい給食の日） 

       ９時～１3時に。(日時厳守) 

❖使い切って穴をあけたものは第 1・3火曜日に出して下さい。 

まだある間違いゴミ 

何で間違いゴミを回収するんや？！ 
 

◆ゴミステーションで見かける分別間違いゴミ。 

まだ間違う人がいます。でも取り残しは意外と少ない。 

「回収車が持って帰るから間違った本人は正解だと解釈し、

いつまでたっても間違いに気付かないのではないか」・・・ 

こんな声を聞きます。 

 

◆環境局北事業所に聞いてみました！ 

「分別間違いゴミは取り残すのが原則ですが、 

可燃生ゴミと一緒に入っている場合、取り残すと腐敗するおそれ

がありますので仕方なく回収します。 

それ以外はシールを張って取り残しますが、いつまでもステーシ

ョンに置いてあると結局回収してしまいます。早めに持ちかえって

頂くと有難いのですが・・・。各団地で指導して頂くと助かりま

す。」とのことでした。 
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 （参加者４３名）         12/5 

 

 

 

 

 

 

 

 

1、（株）バイオマスたんば見学             2、水別れ公園見学 

間伐材から発電用チップを製造中           日本海と瀬戸内海への分水嶺 

（参加者感想文から）           

◇木材チップの目的がよくわかった。     ◇北と南に分かれる源流が一目で見られ 
◇チップの製作工程がよくわかった。      て不思議な感じ。再認識しました。 
◇採算がどうなのかちょっと心配。       ◇自然を整備し過ぎではないか。 
 

3、その他 
◇道の駅では思ったより品数が少なかった。 
◇年輪の里で、カラフルな木の玉のネックレスが作れてうれしい。 
 

4、今回のバスツアーについて 
◇寒かったが自然にいっぱいふれて良かった。  ◇参加費はまあまあ普通かな。 

 

 

 

 

 

 

 

  10月 19日 

連合自治会主催のワイワ

イフェスタに今年も参加。

恒例の EM ボカシ、EM 肥

料、EM 活性液頒布のほ

か、ミミズによる生ゴミ減量

の実際、また分別クイズに

も親子で興味を持ってもらいました。夏休み工作に続けて竹カエルづくりも好評でした。 

                     

 

生物多様性シンポジウム 外来生物から考える  に参加して  

神戸市主催 11/9 於：シルバーカレッジ 

 

アライグマ、アメリカザリガニ、ブルーギル、アルゼンチンアリ、

セアカゴケグモ、アメリカザリガニ、アカミミガメ（ミドリガメ）、ホテイ

アオイなどなど・・・これらは要注意外来生物です。ここ 40～50 年のうちに日本で急に増

えてきています。生き物はお互いに関連しあい、支えあって生きています。従来からのそ

の多様性が失われると人間を含む、生き物全体のバランスが狂ってしまうかも。専門家の

方々からのお話しを聞いて、切実性を感じました。 印象に残った言葉は、 

 地球は人間だけのものじゃない 

 我々は何をすれば？ 何をするべきか。 

   増えすぎたものは減らす、減ったものは増やす、できることを一つずつ増やす。 

目標は昭和 30年代の日本（生活環境）にもどしたい。 

 グローバリゼーションが外来種の均一化をもたらしている。解決していくのは人間の

責任では？ 

 市民との認識の共有が必要。 

講演 2 件と 7人の専門家によるパネルディスカッションの他、ロビーに各地域で活動して

いる 13団体のパネル出展もあり、充実した内容でした。              （T.A.記） 

 

～ひよどり台でも野鳥が少なくなりました。温暖化の影響で虫が減ったからでしょうか～ 

 

 

  

                   

 

 

 

 

 

３ 

ペットボトルキャップ回収にご協力ありがとうございます 

2013.12~2014.11月回収分は   約１００ｋｇ （４１，３２８個） 

⇒ポリオワクチン ５１人分（８００個でワクチン１人分が購入できます） 

  ⇒CO2削減量  約３３２kg（ゴミとして焼却されなかったため）となりました。 

回収量が年々増えています。今後もご協力お願いします。 

エコキャップ推進協会へ発送 ⇒ リサイクル事業者へ ⇒ その資金を「世界のこ

どもにワクチンを日本委員会」へ寄付  の流れで活用されます。 

※回収箱は交流プラザ玄関に設置しています。 

＊＊＊汚れたものやシ―ルは取り除いてね！＊＊＊ 

エコタウンクラブより 

参加者の皆さん有難うございました。 次回からはもっと良い季節に見ごたえのある施設の

見学など、楽しめて勉強になる行事となるように努めてまいります。 

3 

 
２

１ 

ｿｰﾗｰｸｯｶｰで卵焼き作り 


